
■TXP Medical株式会社
代表取締役 園生 智弘 氏

（サポート団体表明数：33）
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ビジネスコンテスト部門は健康・医療・介護などのヘルスケア領域において、社会課題を解決し、「新しい日常（ニュー
ノーマル）」の時代のヘルスケアの未来を描き実現する新規事業を応募し、優良事例を発掘し、表彰する。

■株式会社 iMed Technologies
代表取締役CEO 医師 河野 健一 氏

（サポート団体表明数：24）

■ライトタッチテクノロジー株式会社
代表取締役 山川 考一 氏

（サポート団体表明数：27）

■株式会社Liquid Mine
代表取締役社長 岸本 倫和 氏

（サポート団体表明数：26）

■株式会社レナートサイエンス
代表取締役社長 長谷川 雪憲 氏
（サポート団体表明数：10）

【事業概要】
• 採血のいらない非侵

襲血糖値センサーの
開発・製造販売

【テーマ】
• 脳血管内手術の安全性を向上させる手

術支援AI

【事業概要】
• 脳梗塞やくも膜下出

血などに対する脳血管
内手術（カテーテル手
術）を支援する手術
支援AIの開発

【テーマ】
• 救急医療DXの現在の課題とその解決。将来

の医療データによる意思決定実現まで
【事業概要】
• 急性期医療データシステム

(NEXT Stage ERシリーズ)の
開発と提供、医療AI技術の開
発と提供、医療データプラット
フォーム事業、臨床研究支援
事業

【テーマ】
• 白血病の再発を早期に発見するモニタリング

検査

【事業概要】
• リキッドバイオプシーを用い

た次世代の白血病遺伝
子検査「MyRD」の開発

【テーマ】
• 人工脂肪を活用した乳房再建の実現

【事業概要】
• コラーゲンスポンジ（コラーゲ

ンを使用した人工皮膚）を
polyL-Lactic acid(PLLA)
縫合糸（骨接合材）で作
製したメッシュ内に挿入した二
重構造を持つ生体吸収材料
の人工脂肪の開発

【テーマ】
• 糖尿病重症化予防のための

非侵襲血糖値センサーの
サービス展開

（２）ヘルスケアベンチャー ～「JHeC2022のビジネスコンテスト部門」ファイナリスト～

■株式会社Raise the Flag.
代表取締役 中村 猛 氏

（サポート団体表明数：43）

【テーマ】
• 「視えない」を「わかる」にシフトする。視力に代わ

る感覚デバイス「SYN＋（シンプラス）」開発

【事業概要】
• 視覚障がい者のための製

品を開発。液体の注量と
物の色が分かる「RtFみず
いろクリップ」、障害物や段
差を知らせる眼鏡「RtF グ
ラス」を開発・提供

グランプリ



30

アイデアコンテスト部門は、健康・医療・介護などのヘルスケア領域において自身が解決すべきだと考える課題とその課
題を解決するためのアイデアを募集し、創造性あふれるアイデアを発掘し、表彰する。

【テーマ】
• 日本の臨床工学技術で開発途上国医療を支援

する、医療機器管理・教育システム
【概要】
• 臨床工学技士の管理・教育のノウハウをシステムと

して提供し、さらに臨床工学技士派遣を行うことで、
開発途上国における医療の質と安全の向上への
貢献を目指す。

■大西 徳幸 氏（サポート団体表明数：12）

■首藤 剛 氏（サポート団体表明数：10）

（熊本大学）
■鈴村 萌芽 氏（サポート団体表明数：23）

（椙山女学園大学）
■髙垣内 文也 氏（サポート団体表明数：18）

【テーマ】
• 革新的がん検査技術の開発～汎用プラスチックでがんの

恐怖を無くす～
【概要】
• ポリメトキシエチルアクリレート（PMEA) を用いたがん細

胞分離材料を用いて、未だ臨床応用がなされていない、
がんの超早期検査、副作用を低減した抗がん剤治療を
実現を目指す。

■稲垣 大輔 氏（サポート団体表明数：18）

（神奈川県立保健福祉大学）

【テーマ】
• Cエレガンスを利用した新規評価手法で挑

む健康素材の開発

【テーマ】
• 学生と福祉に特化した情報サイト「ｍｕｓｂ

ｕｎ」～福祉体験を通して学生と福祉施設
をむすぶ～

【概要】
福祉に関心があるがなかなか
行動に移せない学生と、たくさ
んの学生と繋がりたいが有効
な手段がない福祉施設を効
率的にむすぶために福祉、学
生、体験に特化した情報サイ
ト「musbun」を立ち上げ、展
開を目指す。

【概要】
• ヒトの健康を反映する実験

動物、Cエレガンス（線
虫）を活用した健康寿命
の見える化の新技術C-
HASを開発。脱動物実験
や健康付加価値の向上を
期待する健康関連企業の
ニーズに応える健康新事業
を目指す。

【テーマ】
• 「くうかい」若者/ヤングケアラーの未来をつくるケ

アラーをつなぐプラットフォーム

【概要】
• ヤングケアラーに対して

「話をしたい時に話を
聞いてもらえる場所」を
提供し、ケアラーの方
が介護の悩みから、少
しでも開放されるひとと
きを提供を目指す。

グランプリ

（２）ヘルスケアベンチャー ～「JHeC2022のアイデアコンテスト部門」ファイナリスト～


